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Tungstic Acid Gel焦点、よりの発作放電の伝播
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The role of the corpus callosum in the spread of seizure discharge from the original 

epileptogenic focus to the contralateral homologous region was investigated. The primary 

epileptogenic focus was produced by the topical application of tungstic acid gel to the 

visual cortex of a cat. 

1) Prior to its propagation into the subcortical structures, isolated paroxysmal dis-

charge (IPD) appearing in the original focus preferentially projected to the contralateral 

homologous point. At the orginal focus, IPD was associated with negative SP shift. 

Contrary, SP went on to positive at the homologous area contralateral to the produced 

focus. 

2) Section of the corpus callosum made either before or after the application of 

tungstic acid gel to the cortexαused the complete restriction of subsequent IPDs to the 

applied side. 

3) Having begun to propagate to the subcortical nuclei, IPD spread characteristically 

to the ipsilateral pulvinal nucleus. The results were the same in split-brain cats. 

4) The transmission of an after-discharge elicited by electrical stimulation to the 

visual cortex was also investigated, in both split-brain cat and intact one. Both the p且r-

oxysmal discharge originated from the tungstic acid gel focus and the electrical after目

discharge were revealed to spread in a similar manner. It is concluded that, the corpus 

callosum does play a major role in the spread of IPDs from the original focus to the 

contralateral homologous region, especially at the early stage of the developing tungstic 

acid gel fo::us. 

はじめに

一側大脳半球に，限局性のてんかん焦点が存在する

と考えられる患者で， 時lζ，反対側半球の対称点＇ c

も，発作放電（SeizureDischarge）が認められる事は，

可成り以前から気付かれていた1)2)3）.動物実験でも，

ー側の限局性焦点からの発作放電は，対側対称点p：：：：伝

播し易い事が示されて~~だ．かかる背反のもとに，
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Tung刈icAcicl ( ;e] 焦点よりの発作放電の伝播

‘白MirrorFぽus”と言う l呼称が生まれて~~たが，この言

葉の定義l乙関L，現在可成りの混乱が見られる様であ

る. Penfield dとJasper引によると，単にー側皮質焦点

かふ発作放泌が対側対祢点lζ伝播された場合，とれ

を“M1rr<>rF配 us’そ11「二，原焦点と鏡焦点で認めら

れる発作波の相違点として，原焦点では~凍波の娠巾が

）；＿で持続が短い，原焦点で（）yji~ ／I主は，鏡焦点のそれに

先行して出現する．又総ての赫波が，原焦点から鋭焦

点へ伝播されるとは限らないので，或るものは鏡焦点

と関係なく，原焦点のみに出現する，等をあげてい

る．

・ /), ¥¥"ard等siI土，単lζ対側対称点lこてんかん放

電が伝播されただけでは，鏡焦点とは呼ばないという

考え方に立ち．対側対称点が自動性を持つ事を，必要

条件としているが，この自動性のイJ.11!(が．鋭焦点にと

っては一番重要な問題であり，諸家の意見の一致せぬ

ところでもある．即ち M，】rrellは6)8）ウサギの大脳皮質

に Ethy lchlorideでてんかん以焦点を作製し， 24時間

後lζ対側対称点lζ二次性焦点が出現するか， 72時間か

ら7日以内lζ原焦点を切除したり，脳梁を切断すると

二次性焦点は消失又は形成が妨げられる．しかし時間

の経過とともに次第に原焦点とは独立した自動性を獲

得する事を示した．一方 AjmoneMcirsin7lは，ネコ

の皮質lζペニシリン及びストリヒニンでてんかん原焦

点を作り，原焦点と対側対1問、.＇.＇.i.lζ於て，表面冠極と微

小省側により両者の相違を観察し，三次性焦点では表

面電極で原焦点と大差のなし ＇＇H'<i~fJ ；記録されるにも拘

らず，これにより賦活されるニユーロンが少いし，又

これに同期して高頻度のスパイクの群発がみられない

事から，二次性焦点ではニ」ーロン自体はてんかん性

の変化を起さないとし，自動性を否定した．

この隊lζ鏡焦点の独立性の有無についてはハツキリ

していなレ．しかしこの問題は，外科的に焦点切除を

行う！出＼その切除範囲の決定について，重要な問題を

投け・かけるものである．かかる鏡焦点の機構解明の一

端として，一側大脳半球lζ限局した焦点を実験的lζ作

製し，乙の原焦点よりの発作放電の脳内波及，殊lζ原

焦点より対側対弥点への伝播に於て，脳梁Oj ＇~kす役割
について検討を加えた．

実験 方法

体重 3kg前後の成熟したネコ山政を使用した．エー

テル麻酔を施し，東大脳研式脳定イv.閲定装置に閤定し

t＝後気管切開を行レ．掃管しだ後は麻酔剤は一切使用

せず FLi~1dd ( Gallamine triethiodide）を腹腔内IC注

入し，人工呼吸ドで全ての実験を行った，皮質及び

皮質 f\h~極の挿人，感生陣原物質の注入決ひ＇1li気刺戟

等を行うろに，両側頭蓋骨湾陸部を広く開き，脳表の

乾燥を防ぐ為周囲lζ骨蝋で握防を作り，こ乙（こ温リン

ゲル氏液を滴下させた．皮質脳波は単極誘導で記録

し，イ；IYJ町村＜j（は前頭骨上l乙附いた．皮質脳波の記録は

直径約 1mmの銀球電極を用い， ！之fl下脳波の誘導IC

は，カシユーで焼き付けて被7恒松I~ した 1/1 カテラン

針にエナメル銅線を封し各々先端のみを露出させた

一針同心；？｛－電極を使用した．これらの電極を Jasper& 

,.¥jmone Marsan の Atla、~1 Iこ従Lh，尾1！；絞．正中中心

十＇，，外腹（ Jlljf；，－，枕Iん外側膝状！小，等の皮質下諸核IC

定位的に刺入し，深部脳波の導出を行った．緩＇ 1ll{I'£

（日tt¥I小 potential)変動の測定1c1-1.外径3.Ommのガラ

ス管lζ 銀短化銀電極を生理的食塩水とともに封入，

poreの typeとして使用した．実験的てんかん原焦点

の作製には’fungsticacid gel或は Penicillinを用い，

また山気刺戟による後放電（After-discharge）につい

ても検討を加えたか， T1111日、ticacid gelはBlumの方

法10）に従~ ＇•垂水11）の助言を得て作製，約0. 05αをツ

ベルクリン用注射筒を用いて，一側，通常左側の視覚

領（Gyr. '11praー＆町tc円］＼＇ill、）硬膜下lζ注入．または

4λ.Jrnrnの強紙片l乙浸し皮質lζ貼布しだ．脳梁の切断

は，大袖穿刺後，橋静肪くを焼灼し，大脳縦裂（Fissura

longitudinalis cerebri）を離開し，直視下にその全長に

わたり，注射針を用いて切断しだ，実験終了［Ji:：士，各

l~~ .＇＼l) 1 lii"Jilζ直流通·~を行い脳IC焼灼を加え，ホルマリ

ン固定後連続切片を切り出し，肉眼的及び顕微鏡的IC

rut:y針のトレースを追求し，深部電極の位置を確認し

fこ．

実験結果

lJ 脳梁非切断ネコに於て，視覚領に作製せる

Tungstic acid gel焦点よりの発作放置の

伝播

:'¥.} 対側への伝播

l、u川、tic‘K id gelを脳表l乙貼布してから， 』15)J～1

il!i'li''d引けで貼布部及びごく近（）｝UJ）支＇（＇llli礼んに．車車徐出｛

結合の出現を認めるようになる．そω作がしはど，）1)-350

ms町振巾は 2CD～lllll11V程度で，初めは』～5分に

l凹の頻度で：1：現をみ勺か．次第に頻度を増して， 4

～5fもおきに速続出現をみるようになる．この様な孤

ii.性l乙非関員長ttlζ出現する料徐11H,/i合をかりにい｝
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第 2図 Oは原焦点， Sは対側対称点， Cd,VL, CM はそれぞれ！剖！~F；，外側
腹側核，正中中心核を示す．
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lated Par山 0≫malDischarge (IPD）と呼ぶと，乙のIPD

の原焦点より他部への波及で特徴的なことは，深部脳

波の導出を{jった皮質下諸核（！剖λ杓，正l[:i~J心核，

ltt勺外側膝状（j，，外腹側核）にけ，全く波及を認め

ないωに，対側対称点l乙選択的l乙波及することであっ

た．ただ，対側対称点l乙波及する以前l乙IPDが原焦

点にのみ或る期間とどまり，それから対側対称点l乙波

及するものと，初めから対側対称点lζ波及するものと

があった.IPDが繰返し出現しているうちに， IPDに

続し｝て， IPDよりやや持続の短いほほ同型の束事徐波

結{'Iか， 5～10秒連続的lζ出現したり，更には 20c/s,

50～300μVの律動波が初めの IPDlζ続き，その後l乙

更に連続的な赫徐波結合が続く様な型のもωか，出現

するHになった．即ち単発性lζ 出現していた発作波

は，時間の経過と共ic.，次却に持続的：の発作波へと変

化して行った．治 l図は， IPDが単発及び連続して出

現している11'j，両側正中 I~~，し、牧，枕十五，外側膝状｛本l乙

何ら認め得る変化を与えず，対側対称点l乙波及してい

る滋子を示したものである．お2図は IPDが単発及

び連続して出現しているlれ両側正中中心μ，尾状

核，外側腹側核lζは波及は認められなし）か，対側対称

点ic.は伝矯しているのを示』L 一方，かかる IPDlζ 

伴う脳表の綬U位変動をみると，原焦点では陰~［ UJ,

対側対称点では陽性の変動を示したf日3図 I. 更！と，

原焦点側及ひ、対側大脳皮1'.ll<:1l1iて，電位の位置を移動

し， 各所より IPDlζ伴う終i首位変動を記録したとと

ろ．原焦点側ではいづれの部も陰性変動を示し，且つ

原焦点部でその変動は最大で， ζれより離れるにつれ

陰性変動は小さくなった．対側皮質ではいづれも陽性

変動を示したが，対称部で変動は最も大きしとれよ

り遠ざかるにつjh ほぽ距離に比例して小さくなつ

だ．又脳表のみでなく，皮質内のいろいろの深さでの

終iU状変刊を調べると， 脳表での IPDの出現と一致

して，原焦点部では皮質全層にわたり，陰性変動を示

すのに対し，対側対称部では表面では陽性，皮質の深

層では陰性変動が認められた42).

B) 深部への伝播

次lζIPDの深部への波及をみると，特徴的なζと

は同側枕核l乙優先的なii；怖かみられた·~J~である．第 4

図は IPDが出現しはじめてから，約30分経過した頃

から対側対称点及び同側枕核へ IPDが波及している

のを示し，又焦点の発達を経H寺的l乙示したものであ

る.IPDの初発を認めてから，更に 1～2時間経過す

ると， IPDl乙続く 15～20c/s，日（）～：10011Vの律動波及

び連続的な料d:J'ilJ'.~，，＇ i{tからなる一連の発作波（士，その

持続が10～20秒と次第に延長する様になった．かかる

一連の発作波け，同側皮質下lζ波fふ更には対側の皮

11下にも波及する事があった.IPD初発後4～5時間
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第 3図 Oーlは原焦点。ん 02は 0-1より 5mm離れたところの皮質脳波を示γ.S I, S ::iはモれぞれ対側

対祢），＇，（の！文 fl脳波を示す．（）メl'.s刈B はそれぞれ原1.＼＼点及び対側対祢J誌の緩'iT1ドf変動を小ず．上

方へのふれは陰性 J~.f·IJ花， トー万へのふれは陽性変動を小 ＿，－.ィ；関山極は前耳目骨」二ic.置いた．
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第4図

てから後実験を行った例でも，脳梁切断後約2時間経

過し，脳波仁麻酔及び手術操作による影響が，比較的

うすらいだと考えられる時WJIζ，実験を行った例にお

いても，脳梁を切断すると， IPDの対側対称点皮質及

び対側皮質下への波及は見られなくなった．乙の結ぷ

は慢性実験 2例，急性実験2例で確認された．第5図

（士一述OJ)efr1皮が，対側へ伝播せず，原焦点部lζ限局

経過すると，一連の発作波は，著明l乙全誘導部l乙波及

し，時には原焦点よりも対側対称点の万が， Jli!ll波成分

や振巾が増大し，脳波上より活発な放電がみられる事

もあり，発作の全経過は 1～5)J，更には10分にも及

ぶ時があった．

21 脳梁切断ネコに於ける発作放電の伝播

あらかじめ脳梁を切断しておき， 1～2ヶ月経過し
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Tungstic Acid Gel 焦点よりの発作放電の伝嬉 453 

しているのを示し，第H<Iは， IPD及び1分以上l乙及

ぶ一連の発作波が，原焦点及び同側枕核lζ見られ，途

中から椋波或は鋭波が，両側外側膝状｛本l乙伝播してい

るのを示す．即ち，脳梁を切断したネコでも，非切断

ネコlζ於けると同様，同側枕核への選訳的波及が認め

られた．

3) 脳梁切断及び非切断ネコに於ける後放電の伝播

脳梁非切断ネコの視覚領の弱刺戟（山川s.持続 0.5

msec.矩形波電流） tζより第7図lζ示す如く，皮質下

tCは何ら影響を与えずに，原焦点及び対側対称点lζ，

18～20c/sの赫波律動で始まり，次第に頻度を減じ，

赫波間lζ徐波成分が介在する様になり逐lζ終：胞する一

連の，所謂後放＇＞ i.l(Afterdischarge）が認められた．強

刺戟では，両側皮質及び同側皮質下（正中l｜！心秒、，枕

核，外側膝状体）， それに対側正中r:j-1心核lζ伝播が見

られ，更に強い刺戟では全誘導l乙後放電の伝播が認め

られた．一方脳梁切断ネコについても，同様に視覚領

lζ電＇－＜dilJ似を加えると，弱刺戟では作用点のみに後放

也は限局し，刺戟を少し強くすると，第計図lζ示す如

く同側枕核tc，更に強くすると両側皮質，同側皮質下

及び対側枕核lζ波及，又第9図l乙示す如く更に強い刺

戟では，脳梁切断ネコlζ於ても，全誘導lζ後放むの波

及がみられた．

4) 皮質下脳波について

第10図の如く，脳表記録脳波には何ら対応する変化

なく，正中中心核のみに 3～2c/s, 6～9 c/s, 18～20 

c/s, 108μV前後の規則正しい鯨波及至は鋭波，徐波

が出現，或は第11図の如く，皮質脳波とある程度対応

して枕伎に，脳波上旬1似の祝則正しい放rnが認められ

た．かかる放百は，尾状十五，外側腹側核でも，時l乙出

現した．

考 按

I J Tungstic acid gelについて

ネコではサルと異り12），視覚領｛（りr supra-& ecto-

sylvius）が電気刺戟による発作放mの誘発l乙対し，最

も感受性が強いこと13），及び手術蝶作が容易なこと

から，視覚領lζ於て実験を行った．実験に用いた

Tungstic acid gelは，初め Blum等が，ネコの海馬と

外側屑桃核lζ注入し， 2～3日後lζ限局性の焦点が出

来るζとを報告し，又垂水はこれをネコの運動領硬膜

下lζ注入，皮質起原の痘聖堂、発作を作製した. Tungstic 

acid gelの製法の詳細については Black等14）の報告が

ある．鏡焦点の自動性の有無を調べる l\'i~，鏡焦点lζ 白

動性ありとすれば，それは原焦点からの長期間持続せ

る chronicbombardment により， t~側対称点l乙自動性

が生じたか，或は原焦点皮質細胞の器質的な変化，及

び周囲皮質細胞との連絡の杜絶による denervation

supersen,1tivitうの様な機構か，二次性焦点に影響を与

える為等が考えられるが，いづれl乙しても原1詰ミJ、

器質的な変化を伴うものである乙とが必、要である．こ

の点Tungsticacid gelのてんかん焦点形成に関する詳

しい機序は不明であるが，脳lζ限局性の器質的な変化

を起す乙とか，組織で認められており!0)14l, 更に一定

の潜伏期の後に IPDが出現し，時間の経過と共lζ1.t

点の発展がみられ，繰返し痘堕発作が起る等の利点を

持ち，最も理想的と考えられているアルミナクリーム

による実験てんかん15)16)17）を除けば，すぐれた薬剤で

ある.Tungstic acid gel による実験産筆の臨床像と，

脳波変化との対応関係については，垂水の詳細な報告

があるので，脳波上の変化のみを発作を判定する主な

対象として実験を行った．

2) 発作放電の経脳梁的伝播

ある皮質局所lζ生じた限局性の発作放おか，対側対

称部l乙伝播することは，人及び実験動物で認められて

うにたが，かかる空間的l乙著しく離れた部位lζ，速かに

発作放むか波及するには，一定の結合線維，なかんず

く脳梁の果す役割が以前から注目されて米た．しかし

脳梁を重視せず，脳梁よりも皮質下経路が，半球閥伝

播の主役をなすとする考えと18）～21), 脳梁を介して伝

播が行われるとする意見lζ22ト25）納吋I)，分れている．

この様な意見の不一致の原因を考える際，実験動物の

相違，実験条件殊に麻酔の状態，発作放電誘発万法の

相i企，実験目的の相違等考慮せねばならぬ問題が多

い．特l乙従米の実験は，皮質焦点性発作放抵の全身性

波及lζ際して，脳梁の果す役割の追及がその研究の目

的であるものが大部分で， l悩梁切断後の行動の変化と

か，臨床上及び脳波上での，全身痘準の有無等lζ重点、

がおかれていだ．更に原焦点、が，時間の経過と共に発

展して行く過程において，如何なる後期l乙観察が行わ

れたか，殊lζ原焦点が十分に成熟した時期：二，深部へ

の波及を調べる~JJなく，脳梁の役割について論じられ

ている例も少くない，これらも結果の不一致の一因と

考える．又発作放唱の対側への波及の時期について

も，山口Fへ波及してfむ対側へ伝掃すると主張する

ものと26)27），対側へ波及してから皮質下へ伝わると主

張する9）両者がある．今回の実験結果でl大深部脳波

を記録した皮質下諸核lζ，何ら影響を与えす，対側対
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称点lζIPDの波及を認める例が多く， 皮質下諸肢に

波及している時1；.既に対側皮質への波及が認められ

だ．皮質下諸核lζ波及が認められるの！と， 対側皮質へ

の伝播のみられなしユ例は経験しなかった． また IPD

がどの様な状態のHI人 伝揺がι包るかについて Morrell

(:J:2~ l，てんかん波が原焦点にとどまっている聞は，表

面陰性の徐波或は鋭波であるか，皮質下lζ波及する時

は陰陽ニ相性で，より持続が短くなると述べている．

我々の例でも IPDが或る期間原焦点にとどまり，そ

れから対側へ波及する場合と，直ちに対側へ伝播する

場合とがあワだか．その際 IPDの波形からば，両者

を区別する乙とは：I I :Viなかった．

31 皮質下への伝播

視床諸核のてんかん性放電l士，之＇1,i,i/'iH：と線維連絡

を持つ皮質領野の活動状態により，強く規制されてい

る．市tarzlJ ~＇＇＇ 今回記録を行った正中中心核は，視床

非特殊核lζ属し，皮質諸領野と広 くび侵性の線維結合

をもち U\l"n＂川氏 Dempsy）鈎｝叶~）.線維連絡の点で

は，視領野原焦点からの発作放Rd::t，早期にこの核へ

と伝怨する可能性が考えられる．しかし今回の実験に

おいて，発作放電のとの核への波及は，他の皮質下諸

核への波及とほぼ同時期であった．一方第 10.11図

の如し皮質の活動とは無関係或は対応せず，枕核，

正中中心核等で異常な電気活動が見られる事があっ

た.Kreindlerも同様の変化を認め．“Combrhythm" 

と名付けている．即ち全身性の産鍛発作は，皮質及ひ

皮質下の広範な部位にわたる完全な同期が，その特徴

であるが．大脳皮質と視床が突如周期性を失い， 13～

2k／、銀巾九（）～8001Nの非常に規則正しい律動波が

視床lζ出現する乙とがあ弓．乙れがい（＿＇，》mbrhythm" 

て．突如消失したり出現したりするか．臨床上は何ら

変化がみられない． ととろが一方，発作放電が発展

し，汎性化した状態の11'j，突如として原焦点より も対

側皮質の方が，脳波J::. 料川主成分が増し振巾も増大

し優勢な放電を認める事があった.MorrdJ6Jも同様

の現象を記載し flip-flopPhenomenと呼ぴ McCullok

の Jack-in-the-box発作と関連するものであろうと考

えている．

脳慌を切断したネコのー側皮質lζT"n耳、tic・acid gel 

を作用させ，同側皮質，皮質下lこ｜分発作放電の波及

を認め」・，111r1111：二 対側皮質l乙ペニシリンを作用させた

ところ，両側皮質は全く独立したリズムで発作を繰返

した．ところが発作を繰返すう ち！と，両側半球の発作

放電の同期が起ってオくた．即ち両半球の周期性』ζ関

し，脳梁の果す役割は重要なものでは無いという所見

を得た.Batini3l. Delucchi34）も，脳梁を切断しでも，

両側半球の波型lζ変化を認めないと述べてい る．

Walker35l (::!, サルの運動領からのてんかん放電は，

対側対称点と同自！iJlt史的にり110，，，視床外側核lζ30%の例

で伝矯1ると述ヘ，Poggio36lはサルの Prefrontal及び

Orbital cortexからは両側尾状核lζ，Centralcortexか

らは同側被殻lζ波及，視床外側核へは30%の例JC波及

を認めている.Kreindler27lも垂水11）も，ネコの運動領

からは視床腹側核への波及を認めている．視覚領を用

いた本ゾ；験ては，！己11¥tん外側腹側核への伝播は認め

なかった．やはり皮質下の日illlJは，皮質発作放電の発

現部位と関係が深いと考えられ，かかる観点から枕

核，外側膝状体からも脳波記録をおこなった．即ち外

側膝状｛本の重要な遠心目白（j.，視放線或は膝状体烏距路

で，視覚中枢l乙分布する．文枕絞は，側頭後頭領按，

頭頂葉内側I日，後上頭頂小集，頭頂内機深部．頭頂小

葉の後内側部，%、lvius;1＼＇；泌総，腹側有線前皮質，側頭

葉外側面，有線前領威との線維結合が認められてllる

（新見）37). ただ，外側膝状体から枕牧への線維連絡

!:t，はっきりしていなレ．皮質焦点より皮質下への発

作放電の波及で特徴的な乙とは，時lζ尾状核，外腹側

I九正中中心核等で認められた Combrhythm隊の，

規則正しい州ii ~ ）（（ま徐波を別lとすれば，選択的IC枕核

へ伝播する事である．乙の伝播をみると，対側対称点

への波及の時と向様 IPD及び乙れに続く 一連の強直

間代皇室鯵IC:相当する発作放電も．共IC:伝えられる．発

作が繰返し起るうちに，次第に皮質下諸領も乙れIC参

加する様lとなんが，初めは関代痘鍛lζ相当する時期の

終りに近づいてから，皮質下諸核lζ発作放mが波及す

るか，発作が頻発するうちに．一連の発作放電の次第

に早い時期，即ち強直11lf鍛l乙相当する商頻度の律動波

も皮質下諸秒、へ波及する様にな石.IPDとこれに続く

律動波及び連続せる料！徐波結合とでは伝播の仕方が異

る級であ乙．

m気中11刊による後放HJ'.加の脳内波及は Tungstic acid 

gel焦点からの発作放屯の波及とは自ら奥るものであ

るし，特IC:IPDの波及lζ重点をおき， IPDととれIC

続く一連の発作波の伝掃とを別に考えて来たのである

かん単なる参考にのみ供すべきであるが， Tungstic

acid gel焦点よりの発作放屯の伝播とその態度が非常

lζ 類似している． 自｜］ちネコの視覚領を氾気刺戟する

と，弱い事lj戟では刺戟部位及びその対側対称点ICのみ

後放置が認められ．皮質下lζは波及を認めない．脳梁
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切断ネコに弱い目白気刺戟を加えると，刺戟を加えた皮

質のみから後放rnが，la録され，対側への伝播ι，その

他の部位への伝揺も認められない．又少し強い刺戟で

は同側枕核への波及が著明である．しかし脳梁を切断

しであっても，非常に強い電気刺戟を加えると，両側

皮質 F，更には対側皮質にも後放福が著明tr認められ

る．乙れらの事から，発作の汎性化した状態，即ち脳

波仁両側皮質及び皮質下諸占領から発作放電が記録され

る時期lζ遥すると，或は両側皮質及び皮質下諸領lζ，

発作放電を惹起する様な強い刺戟が加えられた状態で

は，脳の非常に広範な部分l乙異常活動が起り，もはや

半球聞の伝播の問題を論ずるには不適当と思はれる．

以上の事から， Tungsticacid gel焦点よりの発作放電

!t，発作の汎性化以前の時期では，脳梁を介して直接

対側対称点へ伝播されるものと考える．

総 括

てんかんに於ける鏡焦点（MirrorFぽ us）の機構解

明の一環として， Tungsticacid gelを用いて作製せる

原焦点よりの発作放電の伝播，殊lζ対側対称部への波

及lζ関し，脳梁の果す役割につき検討を加える目的

で，次の如き実験を行った.T ungstic acid gelをネコ

の視領野lζ作用させ，時間の経過と共tr，焦点性皮壊

から全身性虚筆にまで発展する実験てんかんを作り，

両側皮質，尾状核，外腹側核，正中中心牧，枕核及び

外側膝状体から経時的lζ脳波記録を行った．又あらか

じめ脳梁を切断したネコについても同様の操作を加

え，更に Tungstic acid gelの代りに電気刺戟を用い

て，全く同様の実験を行い次の如き結果を得た．

1) T ungsti acid gel焦点よりの IsolatedParoxysmal 

Discharge (IPD）は，皮質下に波及する以前に優先的

lζ対側対柄、点、lζ波及した． そしてこの IPDl乙伴う脳

表での緩山位変動は，原焦点部では陰性，対側対称部

では陽性の変動を示した．

2) ！悩梁を切断すると，原焦点よりの IPDの対側

への波及は認められなくなった．

3) 視覚領lζ作製せる原焦点よりの IPDは，皮質

下へi皮及する際，選択的に同側枕核へ波及した．脳梁

切断ネコlζ於ても同様であった．

4) "bl＇.＜＼刺戟を用いて，脳梁切断ネコと五＇＂切断ネコ

について，後放電の脳内波及を追求し， Tungsticacid 

gel焦点よりの IPDの伝播と類似の結果をi'ft:. 

以上の結果から， Tungstic acid gel焦点より対側対

称点への発作放氾の伝播は，直接脳梁を介して行われ

るものと考える．まだ，発作放電の皮質下への伝播

は，皮質との解剖学的な線維連絡の存在が勿論重要で

あるが，発作放＂ {ii土，特l乙優先的な伝播経路を通って

伝わることがある．

稿を終るに臨み，本研究の遂行に終始御懇篤なる御

指導を賜った...~正和夫助教授に深甚な謝意を鋒げる．

なお，本文の要旨は第17回日本脳波学会 (1968年10月

於新潟）にて発表した．
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